
身体的拘束最小化宣言 

 

山陰労災病院は、身体的拘束の廃止・最小化に向けて 

患者さん一人ひとりの状態を適切に評価し、多職種で検討しな

がら、より安全で尊厳を大切にした医療の提供に努めます。 

 

緊急やむを得えず身体的拘束を行う場合の判断基準として、以下の３つ

をすべて満たすもののみとしています。 

 

切迫性：患者さんの命や身体の危険にさらされる可能性がある場合 

非代替性：ほかに代わる安全確保の方法がない場合 

一次性：身体拘束が一時的・短時間である場合 
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